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ふくしま産業復興企業立地補助金
（第４次）の採択結果について(９月２５日)

福島県は、将来性と成長性が見込まれる
とともに、地域経済への波及と地域振興へ
の貢献が期待される県内に立地する企業を
支援する、ふくしま産業復興企業立地補助
金（第４次）について、９月２５日に指定
企業を決定しました。

第４次における指定件数 １７件

■ＮＥＷＳ ４

「津波・原子力災
害被災地域雇用
創出企業立地補
助金(一次公募) 」
の採択結果につ
いて（９月１９日）

■ＮＥＷＳ ３

◆食品中の放射
性物質に関する
リ ス ク コ ミ ュ ニ
ケーション等の開
催について（９月
２６日）
◆食品と放射能
Ｑ＆Ａ を改訂しま
した（９月２日）

■暮らし関連２

「復興のために
は、新しい川内
村を作るという
発想でないと！」

くだもの王国福島の モモ は

海外でも ＯＩＳＨＩＩ !!!

【被災１２市町村における指定企業一覧】

～タイの百貨店で8/31から販売された県産モモ「川中島」1,200 個
は完売。9/20から「ゆうぞら」等県産モモ約3,100 個を好評販売
中。10月に第3 弾を輸出します～

平成２５年 ９月 ９日（月）～
平成２５年１０月２３日（水）１７：００必着

企業名 業種別 立地市町村

有限会社宗像製作所 輸送機械 田 村 市

株式会社三尾製作所 機械・金属 南相馬市

有限会社福相食品工業 食 品 南相馬市

日本オートマチックマシン株式会社 機械・金属 南相馬市

ふくしま医療福祉機器開発事業費
補助金（第４次）の公募を開始（９月９日）

福島県では、東日本大震災及び福島第一
原子力発電所事故からの福島県の復興を大
きな目的とし、福島県の医療福祉機器関連
産業の集積を更に促進し、雇用の確保を目
指すために、医療福祉機器の製品開発・実
証試験に取組む企業者等を支援する、ふく
しま医療福祉機器開発事業費補助金（第４
次）の公募を開始しました。

■ 公募期間

詳しくは、うつくしま次世代医療産業集積
プロジェクトのホームページをご覧ください。

http://www.fuku-semi.jp/iryou-
pj/index.php

詳しくは、福島県産業振興総室ホームページのホームページをご覧ください。

http://wwwcms.pref.fukushima.jp/pcp_portal/PortalServlet?DISPLAY_ID=D
IRECT&NEXT_DISPLAY_ID=U000004&CONTENTS_ID=10766

お い し い

～今年からマレーシアでも販売を開始。 9/20から「ゆうぞら」等県産モモ
約2,600 個が百貨店等で好評販売中。 10月、さらに追加して販売予定！～

「 」

『 』



◆◇株式会社あぶくま川内（川内村）◇◆
暮らし関連情報

「復興のためには、新しい川内村を
作るという発想でないと！」

２ ふれあいニュースレター第３２号

「幻魚亭」は雰囲気のある門構えのレストハウスです。
ここで食べるあっさり風味の定番・イワナの塩焼きや、
骨まで食べられる健康食・イワナの唐揚げは絶品です！
株式会社あぶくま川内
総括マネージャー 猪狩幸夫さん（一番右）

いわなの郷の従業員の皆様

年末には、村総出で、村の賑わいを
呼び起こすイベントを開催する計画を
鋭意練り上げています。イワナのつか
み取りはさすがに寒いので、他の良い
案を検討中です。皆さん盛り上げて行
きましょう！

株式会社あぶくま川内
双葉郡川内村大字上川内字小山平501-1

いわなの郷
双葉郡川内村大字上川内字炭焼場516
連絡先：0240-38-3511

◆◇◆ 復興に向けた事業者からのメッセージ ◆◇◆

「子どもたちが、文字どおり童心に返って、見ていて気持ちいいほど心底楽しそうに遊んでくれて、こちら
も嬉しくなりました。」そう語るのは、「株式会社あぶくま川内」総括マネージャーの猪狩幸夫さん。あぶく
ま川内の運営する「いわなの郷」は、幻の川魚と言われる「イワナ」の養魚場と釣り堀、レストハウス、コ
テージ等があり、ピクニック気分が味わえるレジャー施設です。「ここで８月１３、１４の両日、川内村の子
どもたちと、原発事故で全村避難をしたときに快く受け入れてくれた郡山の子どもたちを招待して、２日間で
約１００名の子どもたちで賑わいました。やはり村の賑わいには子どもたちの歓声が必要だと思いました。」

「苦労というほどの苦労で
はないですが、再開に当
たっての従業員の確保には
時間がかかりました。ただ、
これを、除染で人がいない、
人口が戻らないと言ってい
ても仕方がない。中通りと
浜通りの中間に位置する村
として、新しい川内村は人
口倍増（5000人）を目指す
くらいの発想で復興を進め
ていく必要があると考えて
います。国も役所の分署を
川内村に建てるくらいの思
い切った支援をしていただ
く覚悟でお願いしたい。」

「このほか、ビジネスホテ
ルは外観は仮設ですが、防
音断熱対策万全でとても快
適です。人気施設・かわう
ちの湯はこの夏から改修中
ですが、来春新装開店の予
定です。これらも是非御活
用いただき、川内村の活性
化を目指したいと思いま
す。」猪狩さんは、商業活
性化による村の復興につい
て、そう熱く語られました。

安心なイワナを育てる養殖池

いわなの郷のコテージ
バリアフリー施設もあります 囲炉裏で自炊できます

できたて！イワナの塩焼き定食落ち着いた雰囲気の店内

安全な特別加工餌で飼育

清潔なベットルームで
快適な睡眠を

「あぶくま川内は、いわなの郷
のほか、かわうちの湯、ビジネ
スホテルかわうちを村内で運営
する社員18人の会社です。川内
村の復興に貢献したいと、いち
早く施設を再開、新規事業開始
してきました。いわなの郷は平
成７年にオープンし、震災前も
釣り堀としてリピーターの多い
人気施設でしたが、震災後、今
年６月から営業を再開しました。
イワナが持つ清流のイメージ

を活かし、養殖池を清潔に保っ
て、安全な特別加工餌で４年掛
けて育てた親から卵を孵して、
月に１度県の農業試験所の検査
を受けている安全なイワナを川
内村の特産品として打ち出そう
と、色々商品開発をしています。
寒風干しや炊き込み御飯の素は
既に商品化し、村の販売所（あ
れ・これ市場）等で販売してい
ます。最近、新商品開発した燻
製が、チーズのようにコクがあ
り、ワインにも合いそうで期待
しています。詳細は企業秘密で
すが、新商品を続々と開発中で
す。楽しみにお待ちください。

1年目の元気な稚魚 塩焼きで食べ頃の2年目
卵を産む4年目

刺身でもおいしい！

」



食品中の放射性物質に関するリスクコミュ
ニケーション等の開催について（９月２６日）

消費者庁では関係省庁、地方自治体や消費者団体を
はじめとする各種団体の皆様と連携して、食品中の放
射性物質に関するリスクコミュニケーションを推進し
ています。
今後も引き続き、食品中の放射性物質に関して、消

費者の皆様へ分かりやすい情報の提供に努めるととも

詳しくは、消費者庁のホームページをご覧ください。

http://www.caa.go.jp/jisin/index.html

開催日 行事等名称 主催（共催） 開催場所 概要

10月31日 食品と放射に関
する説明会

福島県、いわき市、
消費者庁

福島県
いわき市

食品中の放射性物質に関する説明会で、有識者
及び当庁から派遣する講師が講演。
問合せ先：福島県消費生活課(024-521-7736)

10月30日 食品と放射能に
関する説明会

福島県、会津若松市、
消費者庁

福島県
会津若松市

食品中の放射性物質に関する説明会で、有識者
及び当庁から派遣する講師が講演。
問合せ先：福島県消費生活課(024-521-7736)

10月24日 食品と放射能に
関する説明会

福島県、伊達市、消
費者庁

福島県
伊達市

食品中の放射性物質に関する説明会で、有識者
及び当庁から派遣する講師が講演。
問合せ先：福島県消費生活課(024-521-7736)

10月18日 食品に関するリ
スクコミュニ
ケーション

消費者庁、内閣府食
品安全委員会、厚生
労働省、農林水産省、
北海道

北海道
札幌市

各府省庁が連携して食品中の放射性物質対策に
関する説明会を開催。

10月18日 食品と放射能に
関する説明会

福島県、郡山市、消
費者庁

福島県
郡山市

食品中の放射性物質に関する説明会で、有識者
及び当庁から派遣する講師が講演。
問合せ先：福島県消費生活課(024-521-7736)

10月17日 食の安全・安心
アカデミー

福島県、消費者庁 福島県
いわき市

食品中の放射性物質に関する説明会で、有識者
及び当庁から派遣する講師が講演。
問合せ先：福島県消費生活課(024-521-7736)

10月11日 食品と放射能に
関する説明会

福島県、白河市、消
費者庁

福島県
白河市

食品中の放射性物質に関する説明会で、有識者
及び当庁から派遣する講師が講演。
問合せ先：福島県消費生活課(024-521-7736)

10月9日 食品と放射能に
関する説明会

福島県、川内村、消
費者庁

福島県
川内村

食品中の放射性物質に関する説明会で、有識者
及び当庁から派遣する講師が講演。
問合せ先：福島県消費生活課(024-521-7736)

10月8日 食品に関するリ
スクコミュニ
ケーション

消費者庁、内閣府食
品安全委員会、厚生
労働省、農林水産省

愛知県
名古屋市

各府省庁が連携して食品中の放射性物質対策に
関する説明会を開催。

10月4日 食の安全安心セ
ミナー

消費者庁、内閣府食
品安全委員会、厚生
労働省、農林水産省、
宮城県

宮城県
仙台市

各府省庁が連携して食品中の放射性物質対策に
関する説明会を開催。

に、専門家、消費者、行政等の間の意見交換を通じて正
確な理解が広がるように取り組んでまいります。

消費者庁では、食品中の放射性物質に関し、消費者
の皆さんが疑問や不安に思われていることを分かりや
すくご説明するものとして、「食品と放射能Ｑ＆Ａ」
を作成しております。
この度、昨年８月の前回改訂以降の放射性物質に係

る状況を踏まえて改訂を行い、９月２日付最新版として
公表しました。

詳しくは、消費者庁のホームページをご覧ください。

http://www.caa.go.jp/jisin/index.html

【１０月の食品中の放射性物質に関するリスクコミュニケーション等の開催予定】

ふれあいニュースレター第３２号 ３

食品と放射能Ｑ＆Ａ を改訂しました（９月２日）」「



４ ふれあいニュースレター第３２号

津波・原子力災害被災地域雇用創出企業立地

補助金(一次公募) の採択結果について

発行 政府原子力被災者生活支援チーム

事業者名 業種分類（中分類） 企業規模 事業実施場所

株式会社ステラアーツ 情報通信機械器具製造業 中 小 田 村 市

株式会社ＢＧＣＴ・ＪＡＰＡＮ その他の製造業 中 小 田 村 市

株式会社ＢＧＣＴ・ＪＡＰＡＮ 学術・開発研究機関 中 小 田 村 市

株式会社竹内技術研究所株式会社モリタ 電子部品・デバイス・電子回路製造業 中 小 川 内 村

一般社団法人兵庫環境ｴｺ･ｱｸｼｮﾝ･ﾎﾟｲﾝﾄ協会 パルプ・紙・紙加工品製造業 中 小 川 内 村

株式会社ダルマフーズ 食料品製造業 中 小 川 内 村

エコボンド環境工学リサーチ株式会社 はん用機械器具製造業 中 小 川 内 村

株式会社リセラ 繊維工業 中 小 川 内 村

有限会社ワインデング福島 電気機械器具製造業 中 小 南相馬市

株式会社Ｋ２
特定非営利活動法人自然環境応援団

食料品製造業 中 小 南相馬市

株式会社船場池田商店 食料品製造業 中 小 南相馬市

白石興産株式会社 プラスチック製品製造業（別掲を除く） 中 小 南相馬市

株式会社サンエイ海苔 食料品製造業 中 小 南相馬市

株式会社イクシス その他の製造業 中 小 南相馬市

松原商店 食料品製造業 中 小 南相馬市

エム・デー・ビー株式会社 情報通信機械器具製造業 中 小 楢 葉 町

富士フイルムファインケミカルズ株式会社 化学工業 大 広 野 町

株式会社ガイアートＴ・Ｋ 石油製品・石炭製品製造業 大 広 野 町

タオ・エンジニアリング株式会社 生産用機械器具製造業 中 小 広 野 町

株式会社エイブル 金属製品製造業 中 小 広 野 町

株式会社渡工テクノサイト 生産用機械器具製造業 中 小 川 俣 町

津波・原子力災害被災地域雇用創出企業立地補助金
（一次公募）について、平成２５年５月２７日（月）
から７月３１日（水）まで公募を行い、外部有識者に
よる第三者委員会において厳正な審査を行った結果、
下記のとおり採択しました。
本補助金は、東日本大震災で特に大きな被害を受け

た津波浸水地域（青森県、岩手県、宮城県、福島県、
茨城県）及び原子力災害により甚大な被害を受けた避
難指示区域等であって避難指示が解除された地域を

詳しくは、経済産業省のホームページをご覧ください。

http://www.meti.go.jp/information/publ
icoffer/saitaku/s130919001.html

はじめとする福島県の産業復興を加速するため、企業立
地に対する補助により、雇用の創出を通じて地域経済の
活性化を図ることを目的としています。

なお、二次公募は、平成２５年１２月から平成２６年
１月にかけて行う予定です。

【被災１２市町村における採択事業社一覧】

「ふれあいニュースレター」バックナンバーのご案内
過去の「ふれあいニュースレターにつきましては、以下のアドレスよりご覧いただくことが可能です。ぜひご覧ください。

http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu.html

「

」 （９月１９日）


